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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、個人消費などに弱さが見られる中で、緩やかな回復基調が続

きましたが、設備投資や輸出等において横ばいとなっており、消費者マインドの低下や海外景気の下振れ等への懸

念も見られるなど、先行きが不透明な状況にありました。 

 情報サービス産業においても、このような経済状況を背景として、産業総売上高は前年度に対して増加傾向では

あったものの弱い動きとなっており、ビジネス向けソフトウェア売上高も、前年度に対して減少傾向となっており

ます。 

 この経営環境下、当第３四半期連結累計期間は、当社製品の主要適用分野であるEDI関連業務での問題解決力の

強化及び新製品の市場への訴求の強化等、販売力の強化に努めてまいりました。 

 他方、研究開発面では、既存ソフトウェア製品の機能強化を継続するとともに、今後の企業成長を担う新製品に

ついては、市場適用性を強化すべく継続投資を実施してまいりました。 

 その結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、ソフトウェア売上、メンテナンス売上の伸長等により、売上高

は1,460百万円（前年同四半期比5.6％増）となりました。利益面では、売上総利益は1,129百万円（前年同四半期

比1.8％増）、売上総利益率は77.3％となっております。 

 一方、販売費及び一般管理費が810百万円となったことにより、営業利益は318百万円（前年同四半期比27.6％

増）、経常利益は324百万円（前年同四半期比27.3％増）となり、税金等調整後の当第３四半期連結累計期間にお

ける四半期純利益は226百万円（前年同四半期比34.9％増）となりました。 

 なお、当第３四半期連結累計期間で当社のサーバー系ソフトウェア製品は新たに468本を出荷し、累計出荷実績

は7,633本に至っております。 

 当社グループの事業は、データ交換系ミドルウェア等の企業の業務プロセスを支える基盤型ソフトウェア製品等

の開発・販売・保守及びこれらソフトウェア製品の導入や運用を支援するサービス等の提供を行う単一セグメント

のソフトウェア関連事業であります。なお、売上区分別の状況は次のとおりであります。 

 

①ソフトウェア売上 

 ソフトウェア売上におきましては、主要適用分野であるEDI関連業務での問題解決力の強化及び応用可能な市場

への提案力の強化等、売上の拡大に努めてまいりました。その結果、ソフトウェア売上高は614百万円（前年同四

半期比4.7％増）となりました。 

 

②メンテナンス売上 

 メンテナンス売上は、当社ソフトウェア製品の導入にあたり保守契約を締結し、毎年一定の保守料金をいただ

き、製品に関するサポートサービスを提供しております。従いまして、このメンテナンス売上は累計導入企業数の

増加とともに、安定的な収益基盤となっております。 

 メンテナンス売上高は、継続した保守契約の推進活動の実施等により、734百万円（前年同四半期比5.0％増）と

なりました。 

 

③サービス売上その他

 サービス売上やその他の売上として、ソフトウェア製品販売に付帯するサービス、オープンソースソフトウェア

に対するサポートサービスの提供や、通信機器の販売等があります。当該売上は、オープンソースサポートサービ

ス等による売上が75百万円と大きく寄与したこと等により、111百万円（前年同期比15.8％増）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

 当第３四半期連結会計期間末の財政状態の分析は、以下のとおりであります。 

 

 （資産）

  当第３四半期連結会計期間末の資産の残高は、前連結会計年度末に比べ257百万円増加して2,672百万円となり

ました。これは主に、現金及び預金の増加231百万円、固定資産の増加23百万円によるものです。 

 （負債） 

  負債につきましては、前連結会計年度末に比べ80百万円増加して509百万円となりました。これは主に、買掛

金の増加13百万円、未払法人税等の増加10百万円、前受金の増加25百万円、賞与引当金及び役員賞与引当金の増

加49百万円、その他流動負債の減少21百万円によるものです。 
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 （純資産） 

  純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ176百万円増加して2,162百万円となりました。これは主に、

利益剰余金の増加162百万円によるものです。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 当第３四半期連結累計期間の業績は、計画を上回る水準となっておりますが、国内における景気動向をみます

と、消費者マインドの低下や海外景気の下振れ等への懸念があり、依然として不透明な状態が続くものと思われま

す。このような経済情勢を踏まえ、当社グループは既存製品における付加価値の拡大に向けた施策や活動を推進す

るとともに、市場適用性を強化した新製品の拡販を実施してまいります。併せて、研究開発や拡販に係る費用の支

出等が第４四半期に偏重している状況もあり、現時点におきましては、平成26年５月９日に公表いたしました業績

予想値に変更はありません。 

 なお、業績予想はリスクや不確実性を含んでおり、そのため様々な要因の変化によって予想値と異なる結果にな

る可能性があります。第４四半期以降におきましては、以下のような事業上のリスクが考えられます。また、下記

項目以外の事業等のリスクにつきましては、当社が公表した有価証券報告書の「事業等のリスク」をご確認願いま

す。 

 また、業績に影響を与える要因は、「事業等のリスク」に記載されている事項に限定されるものではありませ

ん。 

 

①間接販売（パートナーモデル）への依存について

 当社グループの製品及び保守サービスは、主に、システムインテグレーター等のパートナー（販売代理店等）と

の協業によって販売されており、間接販売による売上が大部分を占めております。従いまして、販売パートナーの

営業活動状況は、当社グループの業績に影響を与える可能性があります。 

 

②財政状態及び経営成績の変動に関わるものについて 

 当社グループを含めたパッケージソフトウェア販売の特徴として、人件費等の固定費水準が高く、変動費比率が

低いことが挙げられます。そのため、売上高が増加した場合の増益額が他の販売形態に比べ大きい一方、売上高が

減少した場合の減益額も他の販売形態に比して大きく、利益の変動額が大きい傾向にあります。 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 該当事項はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,855,275 2,086,400 

売掛金 228,484 222,983 

仕掛品 - 197 

その他 50,316 58,024 

流動資産合計 2,134,077 2,367,605 

固定資産    

有形固定資産 16,294 14,814 

無形固定資産 7,069 19,705 

投資その他の資産 257,818 270,271 

固定資産合計 281,182 304,791 

資産合計 2,415,259 2,672,396 

負債の部    

流動負債    

買掛金 31,122 44,256 

未払法人税等 37,415 48,110 

前受金 225,553 251,346 

賞与引当金 - 35,934 

役員賞与引当金 - 13,702 

その他 134,392 112,691 

流動負債合計 428,484 506,041 

固定負債 - 3,404 

負債合計 428,484 509,446 

純資産の部    

株主資本    

資本金 403,787 406,991 

資本剰余金 313,787 316,991 

利益剰余金 1,394,045 1,556,064 

自己株式 △125,536 △125,536 

株主資本合計 1,986,083 2,154,510 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 691 8,439 

その他の包括利益累計額合計 691 8,439 

純資産合計 1,986,775 2,162,950 

負債純資産合計 2,415,259 2,672,396 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

売上高 1,382,880 1,460,590 

売上原価 273,185 331,191 

売上総利益 1,109,695 1,129,398 

販売費及び一般管理費 859,700 810,505 

営業利益 249,995 318,893 

営業外収益    

受取利息 1,424 2,161 

受取配当金 1,215 966 

助成金収入 450 - 

受取手数料 750 750 

その他 684 1,248 

営業外収益合計 4,524 5,126 

営業外費用 29 13 

経常利益 254,490 324,006 

税金等調整前四半期純利益 254,490 324,006 

法人税等 86,730 97,726 

少数株主損益調整前四半期純利益 167,760 226,280 

四半期純利益 167,760 226,280 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 167,760 226,280 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 2,536 7,747 

その他の包括利益合計 2,536 7,747 

四半期包括利益 170,297 234,028 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 170,297 234,028 

少数株主に係る四半期包括利益 － - 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

（セグメント情報等）

（セグメント情報）

前第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自 

平成26年４月１日 至 平成26年12月31日）

 当社グループは、ソフトウェア関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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